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5-1.POS分析メニュー 

分析設定に基づき、登録した売上 POS データを様々な分析で表示、出力します。 

POS 分析には「クロス ABC 分析」「ランキング分析」「ギャップ分析」「グラフ分析」「時系列分析」「前

年比較」の 6 つがあり、この 6 つの分析の設定を目的別に登録した「基本メニュー」があります。 

基本メニューの一部の設定を変更して、独自メニューも作成できます。 

 

72．「クロス ABC 分析」 

ABC 分析を 2 項目同時に表示するクロス ABC 分析をマトリクス形式で表示します。 

売数(売上数量)×売金(売上金額)、売数×粗利といった分析や、異なる店舗の売上数量、売上金額を比較し

て分析することも可能です。 

基本メニューには「クロス ABC」と「比較クロス ABC」をご用意しています。 

■基本メニュー 

「クロス ABC（売数×売金・売数×粗利・売金×粗利）」 

基本メニューから 3 種類のクロス ABC 分析を選択可能です。すべて分析結果はマトリクス形式で表示しま

す。クロスさせることで「売上数量は C ランクだが、粗利は A ランク」といった商品を確認できます。 

 

「比較クロス ABC（売数・売金・粗利）」 

異なる店舗に対して同一の項目で ABC 分析を行います。「同規模 A 店と B 店で売上数量を比較」や「市場

と各店舗を比較し、市場では A ランクだが店舗では C ランク」といった商品を確認できます。 

 

 

 

 

 

 POS データ登録 分析設定 マスター登録 実行・出力 
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■設定変更方法 

対象の店舗を変更する場合は「表示情報①」より選択します。 

クロス項目の変更は「クロス項目(1)」「クロス項目(2)②」より変更可能です。 

変更後は、かならず［分析実行③］ボタンをクリックしてください。 

 

 

73．「ランキング分析」 

企業、店舗で取り扱っている商品の売上ランキングを表示します。一覧形式でどの商品が売れているか、売

れていないかが一目で確認できます。 

  基本メニューには「店舗別商品ランキング」をご用意しています。 

■基本メニュー 

「店舗別商品ランキング」 

店舗別に商品の売上ランキングを表示します。市場や店舗合計と比較することも可能です。 

 

■設定変更方法 

店舗合計値（市場 POS）を表示せず、店舗間だけで比較する場合は「基準情報表示①」を無効にします。 

分析項目を粗利や PI 値に変更する場合は、「分析項目(1)」「分析項目(2)」②より変更します。 

変更後は、かならず［分析実行③］ボタンをクリックしてください。 

①  
③ 

② 

③ 

① 

② 
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74．「ギャップ分析」 

商品ランキングを元に「市場では売筋商品なのに特定の店舗でだけ売上がない」「全体の採用率は低いが、

採用している店舗では売上が高い」といったギャップがある情報を発見しやすく表示します。 

基本メニューには「チャンスロス発見」「拡販候補発見」をご用意しています。 

■基本メニュー 

「チャンスロス発見」 

市場 POS や店舗合計値と各店舗を比較し、売り逃し=チャンスロスしている可能性のある商品を発見しや

すく表示します。市場、複数店舗では売筋商品なのに、特定店舗では売れていないといった商品を確認でき

ます。 

 

「拡販候補発見」 

チャンスロスとは逆に、市場 POS や店舗合計値と各店舗を比較し、採用していない店舗へ拡販できる可能

性のある商品を発見しやすくします。市場、複数店舗では売れ筋商品ではないが、採用している店舗では売

上に貢献している商品を確認できます。 

 

※設定変更方法はランキング分析と同様です 
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75．「グラフ分析」 

メーカー、品種といった分類や商品の店舗別売上を棒グラフで表示します。店舗別の売上や売筋メーカー、

品種も確認できます。※商品分類登録またはカテゴリー登録が必要です 

基本メニューには「TOP10」「クロス売上」「商品 TOP30」「店舗別構成比」「店舗別売上」をご用意してい

ます。 

■基本メニュー 

「TOP10（メーカー・品種）」 ※p18 (61～62)分析設定［詳細情報］設定時の分類に依存します 

売上上位のメーカー、品種を確認できます。店舗は色別に表示、表示する分類を個別に選択も可能です。 

 

 

「クロス売上（メーカー・品種）」 ※p18 (61～62)分析設定［詳細情報］設定時の分類に依存します 

メーカーや品種といった分類をクロスさせ、売上を確認できます。 
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「商品 TOP30」 

売上上位 30 商品を確認できます。表示する商品を任意に選択することも可能です。 

 

「店舗別構成比」 

店舗別の売上を品種別、メーカー別、商品別の構成比積上グラフで確認できます。各店舗でどの品種、商品

が売れているかの状況も同時に確認可能です。 

 

「店舗別売上（売数・売金・粗利）」 

店舗別の売上を品種別、メーカー別、商品別の積上グラフで確認できます。 
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■設定変更方法 

分類や商品への切替えは「項目」より選択します（①）。［絞込］から表示対象の分類、商品を選択可能です。 

グラフを変更する場合は「表示形式（②）」より変更します。 

変更後は、かならず［分析実行③］ボタンをクリックしてください。 

 

 

76．「時系列分析」 ※複数期間の登録が必要です 

品種、メーカー、商品の店舗別売上を折れ線グラフで表示します。 

複数期間の売上を表示し、どのように推移しているかを確認できます。 

基本メニューは「売上上位推移」をご用意しています。 

■基本メニュー 

「売上上位推移（メーカー・商品・品種）」 

上位の売れ行きがどのように変化しているかを確認できます。月単位で売上を登録している場合は月別、週

単位での登録時は週別で確認可能です。 

メーカーや品種といった分類、または単品を指定して商品の売上推移を確認できます。 

 

※設定変更方法はグラフ分析と同様です 

 

 

 

 

 

① ② 

③ 
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77．「前年比較」 

品種、メーカー、商品の売上を、折れ線グラフで前年と比較します。表示するには前年同期間の売上データ

登録が必要です。 

基本メニューには「前年比較」をご用意しています。 

■基本メニュー 

「前年比較（メーカー・商品・品種）」 

設定した売上データと、その前年の売上数量または売上金額の推移を、分類や商品を軸にして時系列で確認

できます。メーカーや品種といった分類、または単品を指定して前年と比較できます。 

 

前年比較分析を使用する場合は、［条件設定］で「基準情報」に前年のデータを設定します。 

 

※設定変更方法はグラフ分析と同様です 
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5-2.お気に入り登録 

各分析メニューは、一部の設定を変更して独自メニューとしてお気に入り登録できます。 

例えば、ランキング分析メニュー「店舗別商品ランキング」に「売価」の表示を追加したものを毎回使用した

い場合は、売価を追加して「お気に入り」へ追加することで、次回以降はメニューから選択できるようになり

ます。 

78．基本メニューの設定を一部変更してお気に入りに登録します。 

今回は［基本メニュー］より「店舗別商品ランキング」を選択します。 

 

79．画面右側［詳細設定］をクリックします。 

 

80．詳細設定内の「オプション設定」「表示項目」等変更したい内容で設定します。 

今回は表示項目に「売価」を追加します。 

表示項目「選択可能項目」から「売価」を選択して［追加］をクリックします。 

81．［設定］をクリックします。 

 

■詳細設定 

各グラフに合わせた設定が可能です。 

ランキング分析の場合は、表示項目の他、

ABC 分析の表示有無や色の変更、フォン

トサイズの変更などが可能です。 
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82．［お気に入り］の文字上をクリックし「お気に入りへ追加」を選択します。 

※ボタンは上下別の機能に分かれています。 

 

83．画面下に名称を入力して［登録］をクリックします。 

 

84．お気に入りに登録したメニューを使用する 

［お気に入り］をクリック、または［お気に入り］文字上をクリックして「お気に入り」を選択します。 

 

85．一覧より保存したお気に入りメニューをクリックして［選択］をクリックします。 

一覧に表示されない場合、分析メニューの種類を「全て」に変更してください。 

 

■お気に入りの変更・削除 

お気に入り画面の「変更」は、名

称変更のみ可能です。 

内容を変更する場合は、追加でお

気に入りを登録した後、既存のお

気に入りを選択して［削除］を実

行してください。 
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5-3.POS分析結果出力（自動レポート） 

POS 分析の結果はすべて Excel に出力できます。 

クロス ABC 分析やランキング分析は画面そのまま、グラフ分析や時系列分析は Excel グラフを用いて出力さ

れるため、出力後の確認、編集も容易です。 

定期的に分析結果を出力する場合は「自動レポート」機能を使用すると、毎回の設定の手間が省けます。 

86．Excel 出力したい分析を表示します。 

87．［Excel 出力］をクリック、または［Excel 出力］文字上をクリックして「Excel 出力」を選択します。 

※ボタンは上下別の機能に分かれています 

事前にフォントサイズやタイトルなどを設定する場合は出力前に「Excel 設定」を実施します。 

 

88．保存場所を選択し、名前を付けて保存します。 

 

89．「自動レポート」 

分析設定、お気に入り登録などをしておくと、分析を開かなくても分析結果を出力できます。 

［自動レポート］をクリックします。 

※分析メニューを閉じている必要があります 

 

90．初回は「新規作成」を選択します。 

二回目以降、同じ設定で出力する場合は「設定読込」より選択します。 

91．［次へ］をクリックします。 

■設定読込 

作成した「自動レポート」の選択

ほか、右下「設定内容を確認す

る」を有効にすると、既存の設定

内容の確認や変更が可能です。 
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92．［設定読込］より登録した分析設定を読込みます。 

新しく分析設定を行うことも可能です。 

 

93．設定画面は確認しつつ［次へ］をクリックして進めます。 

変更したい箇所があれば都度変更します。 

 

94．［出力情報］設定にて、出力したい分析メニューを選択します。 

基本メニューと、お気に入りに登録したメニューから出力したいメニューをダブルクリック、または［追加］

で出力情報内に追加します。 

95．設定後、［次へ］をクリックします。 
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96．［出力店舗］設定より、対象の店舗を有効にします。 

97．［次へ］をクリックします。 

 

98．［分析期間］設定/作成にて、どの期間のデータを使用するかを再度確認、設定します。 

同じ設定でレポート出力する場合は、［設定保存］より名前を付けて保存しておきます。 

99．［作成］をクリックします。 

「作成しますか？」メッセージを［はい］で続行します。 

   

100．「名前を付けて保存」画面で保存場所、ファイル名を付けて［保存］をクリックします。 

 

 

以上で、「POS 分析編」は終了です。 


